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（empowering school）」、Dewey の反省的思考に由来すると考えられる Schön の「反省的実践家（reflective 
practitioner）」、それをソーシャルワーカーの専門職としての教育に取り入れ、独自の教育実践理論を示し
た南の「自己省察学習教育」などを援用しながら、ファミリーソーシャルワーク実践教育の理論構造を明に
しに、地域の中で実践教育がなされるべきであるとした。示された実践教育の理論構造は、極めてユニーク
な新川氏独自の実践教育理論となっており、高く評価できるものである。
－5－
３．課題
　本論文は、地域子育て支援拠点事業における子育て家庭への包括的な支援のあり方を示すことにより、同
事業におけるファミリーソーシャルワークを明確に位置付けたものであり、研究成果は少子化対策や子ども
虐待予防に貢献すると考えられる。しかし、新川氏が終章において述べているように、ファミリーソーシャ
ルワークを地域子育て支援拠点における実践として限定的に捉えているために、そうした貢献を限定するこ
とになる。氏は、要保護児童やその家庭に対する支援を含む総合的なファミリーソーシャルワークを今後の
研究課題としている。しかし、次世代育成支援対策や子ども・子育て支援新制度は、社会全体で子どもの成
長と子育てを支援し、少子化対策や子ども虐待予防に寄与することを目的とする極めて包括的な仕組みであ
り、その仕組みの中の地域子ども・子育て支援においてファミリーソーシャルワークを位置付ける必要があ
り、今後の課題となろう。
　以上、審査結果の要旨を説明したが、新川泰弘氏の論文は博士学位申請論文としての水準に達しており、
博士学位の授与に値するものと判断する。
